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(57)【要約】
　本発明は、自動車ドアを所定位置に保持する為の磁気
粘性流体によって特徴付けられるアレスタ装置（１）を
備えた自動車ドアに関し、磁気粘性流体を固化する為の
コイル（１０）は、アレスタ装置内に存在し、液密の内
部空間に隣接して配置され、内部空間は一つ又は複数の
コンポーネント（２，３，４）を含み、これらのコンポ
ーネント（２，３，４）は、一つ又は複数の他のコンポ
ーネント（１８，２３，２４）に対して移動可能であり
、これらのコンポーネント（２，３，４，１８，２３，
２４）間の相対運動は、磁気粘性流体を固化することに
よって少なくとも遅くされ、相対運動を遅くすることに
よって、自動車ドアを所定位置に保持させる。コイルは
、沈降安定性磁気粘性流体が得られるように選択される
切り替え可能な硬質磁石の一部である。本発明の対象は
、自動車ドアが自由に選択可能な位置で信頼性良く保持
されることを可能にする。本発明は、更に、自動車ドア
の為のアレスタ装置に関する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車ドアを所定位置に保持する為の磁気粘性流体によって特徴付けられるアレスタ装
置（１）を備えた自動車ドアにおいて、
　前記磁気粘性流体を固化する為のコイル（１０）を取り囲む切り替え可能な硬質磁石が
前記アレスタ装置内に存在し、液密の内部空間に隣接して配置され、前記内部空間は、一
つ又は複数のコンポーネント（２，３，４）を包含し、前記一つ又は複数のコンポーネン
ト（２，３，４）は、前記内部空間内で一つ又は複数の他のコンポーネント（１８，２３
，２４）に対して移動可能であり、これらのコンポーネント（２，３，４，１８，２３，
２４）間の相対運動は、前記磁気粘性流体を固化することによって少なくとも遅くされ、
前記相対運動を遅くすることによって、前記自動車ドアの所定位置に保持させる、自動車
ドア。
【請求項２】
　前記切り替え可能な硬質磁石は、最小限の磁力が与えられるように選択され、前記磁気
粘性流体は、沈降安定性を有することを特徴とする、請求項１に記載の自動車ドア。
【請求項３】
　前記ドアを開く為に加えられるべきトルクは、前記切り替え可能な硬質磁石の前記磁力
を経てのみ調整可能であることを特徴とする、請求項１～２のいずれか一項に記載の自動
車ドア。
【請求項４】
　制御装置を備え、前記制御装置を介して電流パルスが操作中に前記コイルに導入される
ことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の自動車ドア。
【請求項５】
　前記制御装置は、操作中、繰り返し電流パルスを前記コイル（１０）に導入するように
構成されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の自動車ドア。
【請求項６】
　前記コイル（１０）は、永久磁石でありAINiCoから作られる、切り替え可能な硬質磁石
としてコイルコア（１２）を備えることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記
載の自動車ドア。
【請求項７】
　前記コイル（１０）は、内部空間内に位置し、前記内部空間は、内壁が磁化可能な材料
から作られ、特に、磁化可能な鋼から作られることを特徴とする、請求項６に記載の自動
車ドア。
【請求項８】
　キャップ（２）がカバー（１５）によって液密に密封され、前記キャップ（２）及びカ
バー（１５）は、前記磁気粘性流体を包含する前記内部空間を形成し、前記キャップ（２
）は、前記内部空間の一つ又は複数のコンポーネント（１８，２３，２４）に対して移動
可能なコンポーネントであることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の自
動車ドア。
【請求項９】
　前記キャップ（２）は、耐トルク式でブレーキディスク（４）に連結されることを特徴
とする、請求項８に記載の自動車ドア。
【請求項１０】
　前記キャップ（２）および／またはブレーキディスク（４）は、磁化可能な材料から作
られ、特に、磁化可能な鋼から作られることを特徴とする、請求項８または９に記載の自
動車ドア。
【請求項１１】
　前記キャップ（２）およびブレーキディスク（２）は、非磁化材料から作られたコンポ
ーネントによって互いに分離されていることを特徴とする、請求項１０に記載の自動車ド
ア。
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【請求項１２】
　非磁化材料から作られた前記コンポーネント（３）は、前記キャップ（２）およびブレ
ーキディスク（２）を耐トルク式で互いに連結することを特徴とする、請求項１１に記載
の自動車ドア。
【請求項１３】
　前記ブレーキディスク（４）は２つのディスク（２３，２４）の間にあり、前記ブレー
キディスク（４）は、前記２つのディスク（２３，２４）に対して移動可能であり、前記
ディスク（２３，２４）および前記ブレーキディスク（４）の間には中間空間（２５）が
あり、磁気粘性流体を包含することを特徴とする、請求項９～１２のいずれか一項に記載
の自動車ドア。
【請求項１４】
　一つ又は複数の前記他のコンポーネントは、磁化材料、特に、磁化可能な鋼から作られ
た一つ又は複数のディスク（２３，２４）を含み、前記一つ又は複数のディスク（２３，
２４）は、耐トルク式でスリーブ（１８）に連結されることを特徴とする、請求項１～１
３のいずれか一項に記載の自動車ドア。
【請求項１５】
　前記スリーブ（１８）は、非磁化材料、特に、プラスチックから作られることを特徴と
する、請求項１４に記載の自動車ドア。
【請求項１６】
　前記アレスタ装置（１）は、非磁化材料から作られるベースプレートを含むことを特徴
とする、請求項１～１５のいずれか一項に記載の自動車ドア。
【請求項１７】
　前記ベースプレート（６）は、前記ベースプレート（６）の固定された取付けを可能に
する一つ又は複数の穴（２９）を有することを特徴とする、請求項１６に記載の自動車ド
ア。
【請求項１８】
　軸（５）が耐トルク式で前記キャップ（２）に連結され、前記軸（５）が前記アレスタ
装置から突出し、前記軸（５）をダウンスラスト（downthrust）として使用できることを
特徴とする、請求項４～１３のいずれか一項に記載の自動車ドア。
【請求項１９】
　自動車ドアを所定位置に保持する為の磁気粘性流体によって特徴付けられるアレスタ装
置（１）において、
　前記磁気粘性流体を固化する為のコイル（１０）が、前記アレスタ装置内に存在し、液
密の内部空間に隣接して配置され、前記内部空間は、一つ又は複数のコンポーネント（２
，３，４）を包含し、前記一つ又は複数のコンポーネント（２，３，４）は、前記内部空
間内で一つ又は複数の他のコンポーネント（１８，２３，２４）に対して移動可能であり
、これらのコンポーネント（２，３，４，１８，２３，２４）間の相対運動は、前記磁気
粘性流体を固化することによって少なくとも遅くされ、前記相対運動を遅くすることによ
って、前記自動車ドアの所定位置に保持させ、前記コイル（１０）は、コイルコア（１２
）を備え、前記コイルコア（１２）は、永久磁石であり、AINiCoから作られ、前記コイル
（１０）は、内部空間内に位置し、前記内壁は磁化可能な材料、特に、磁化可能な鋼から
作られ、キャップ（２）はカバー（１５）によって液密に密封され、前記キャップ（２）
およびカバー（１５）は、磁気粘性流体を包含する前記内部空間を形成し、前記キャップ
（２）は、前記内部空間の一つ又は複数の他のコンポーネント（１８，２３，２４）に対
して移動可能なコンポーネントであり、前記コイル（１０）は、切り替え可能な硬質磁石
の一部であり、前記硬質磁石は、前記磁気粘性流体の沈殿が防止されるように選択および
／または電気的に制御される、アレスタ装置。
【請求項２０】
　前記キャップ（２）は耐トルク式でブレーキディスク（４）に連結され、前記キャップ
（２）および／またはブレーキディスク（４）は好ましくは磁化可能な材料、特に、磁化
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可能な鋼から作られ、前記キャップ（２）および前記ブレーキディスク（２）は、非磁化
材料から作られるコンポーネント（３）から好ましくは分離され、非磁化材料から作られ
る前記コンポーネント（３）は、前記キャップ２）および前記ブレーキディスク（２）を
耐トルク式で互いに連結し、前記ブレーキディスク（４）は、好ましくは２つのディスク
（２３，２４）の間にあり、前記ブレーキディスク（４）は前記２つのディスク（２３，
２４）に対して移動可能であり、前記ディスク（２３，２４）および前記ブレーキディス
ク（４）の間に中間空間（２５）があり、前記磁気粘性流体を包含し、前記２つのディス
ク（２３，２４）は、好ましくは、磁化可能な材料、特に、磁化可能な鋼から作られ、前
記一つ又は複数のディスク（２３，２４）は、耐トルク式でスリーブ（１８）に連結され
、前記スリーブ（１８）は、好ましくは、非磁化材料、特に、プラスチックから作られ、
前記アレスタ装置（１）は、好ましくは、非磁化材料から作られたベースプレート（６）
を備え、前記ベースプレート（６）は、好ましくは、前記ベースプレート（６）の固定さ
れた取付けを可能にする一つ又は複数の穴（２９）を有し、好ましくは、軸（５）が、耐
トルク式で前記キャップ（２）に連結され、前記軸（５）は、前記軸（５）がダウンスラ
ストとして使用できるように前記アレスタ装置から突出することを特徴とする、請求項１
９に記載のアレスタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車ドアを所定位置に保持する為の磁気粘性流体を含むアレスタ装置を備
えた自動車ドアに関する。さらに、本発明は、自動車ドア又はフラップを開いた位置で保
持する為のアレスタ装置に関する。
【０００２】
　磁気粘性流体は、十分に強い磁界が発生したときに固化する流体である。磁気粘性流体
は、内部に分散された磁気的に分極可能な粒子を有するキャリア流体を含む。磁界の発生
により、これらの粒子を分極させる。分極された粒子の配列により、懸濁液が粘性になる
。発生磁界の磁界強度が大きいほど、磁気粘性流体は、より粘性になる。
【０００３】
　磁気粘性流体の、この特性は、継手などと共に使用される。磁気粘性流体が未硬化状態
にある場合、継手の一方の部分は、継手の他方の部分に対して移動することができる。磁
気粘性流体が固化すると、これが、運動能力を低下させる。
【０００４】
　磁気粘性流体を用いた継手は、たとえば、印刷公報DE 102015204688 A1, WO 201305334
4 A1, DE 102005011826 A1, US 2012085613 A, DE 102008022268 A1, DE 102007020887 A
1, WO 07022910 A2から知られている。
【０００５】
　自動車ドアの場合において、これらを開いた位置に保てることは一般的である。そのた
め、自動車ドアを、通常、半開位置に保持することができる。そのように半開位置から自
動車ドアを旋回させるには、加える力を大きくする必要がある。これを半開位置に保つこ
とによって、壁または自動車のような隣接した物体と衝突する場合に損傷を生じ得る、自
動車ドアが偶発的に更に開くことを防止する。
【０００６】
　一般的な解決策の欠点は、自動車ドアが、自由に選択可能な開位置で保持できないこと
である。
【０００７】
　印刷公報WO 2013/053344 A1は、自動車ドア用のアレスタ装置を提示し、これによって
、自由に選択可能な開位置で自動車ドアを保持することができる。これによって、アレス
タ装置は、液圧媒体で満たされたチャンバと、変位体と、バルブとを備える。しかしなが
ら、そのようなアレスタ装置は、それ自体、実際には判明されていない。保持力は、低す
ぎることが特に多い。
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【発明の概要】
【０００８】
　本発明は、技術的に単純であり、信頼性が良く、所望の開位置で自動車のドアを恒久的
に保持できるアレスタ装置を備えた自動車ドアを提供することを目的とする。
【０００９】
　本発明の目的は、請求項１の特徴部分を備えた自動車ドアによって解決される。そのよ
うな自動車ドアの為のアレスタ装置は、追加の請求項の特徴部を含む。有利な設計例は、
従属形式の請求項の結果である。
【００１０】
　この課題を解決するため、自動車ドアは、アレスタ装置を示し、このアレスタ装置は、
所定位置に自動車ドアを保持する為に磁気粘性流体を含む。アレスタ装置は、磁気粘性流
体を固化する為にコイルを備えた切り替え可能な硬質磁石を包含する。コイルは、液密内
部空間に隣接して配置される。内部空間は、コンポーネントを包含し、これらのコンポー
ネントは、内部空間無いで他のコンポーネントに対して移動可能である。これらのコンポ
ーネント間の相対運動は、磁気粘性流体を固化することによって少なくとも遅くすること
ができる。流体が十分に固化される場合、これが、相対運動を防止する。相対運動を遅く
すること、又は防止が、自動車ドアを所定位置に保持させる。
【００１１】
　これによって、多くの力が加えられるときに自動車ドアを所定位置に保持できる。さら
に、自動車ドアを任意の開位置で保持することも、連続して可能である。磁気粘性流体は
、関連した張力をコイルに発生させることによって固化する。
【００１２】
　有利な変形例において、切り替え可能な硬質磁石は、最小限の磁力が得られるように選
択されるので、磁気粘性流体は沈降安定性を有する。したがって、粒子の有害な堆積、お
よびそれに伴うあらゆる故障および／または障害が信頼性良く防止される。コイルは切り
替え可能な硬質磁石の一部であり、これは、沈降安定性を有する磁気粘性流体が得られる
ように選択される。
【００１３】
　変形例では、必要な最小の磁力が、切り替え可能な硬質磁石である永久磁石によって与
えられる。しかしながら、最小限の磁力は、沈降安定性を有する磁気粘性流体が得るため
、コイルを通って流れる電流によって設定可能または設定される。流れる電流、脈動電流
は、周期的な電流パルスの助けを借りて、そして、ほとんど電力を用いずに、長期的に沈
降を防止し、それに関連した欠陥または障害を防止するのに有利である。
【００１４】
　本発明の有利な変形例において、磁気粘性流体内の沈降を検出可能なセンサが存在する
。これは、光学センサでもよい。しかしながら、このセンサが導電率測定によって沈降物
を検出することも可能である。センサによって測定される沈降物によって、切り替え可能
な硬質磁石の磁力は、沈降物が打ち消し合い、それによって、沈降安定性のある磁気粘性
流体を得るように設定される。
【００１５】
　変形例では、ほとんどエネルギの消費がない沈降安定性のある流体を得るため、周期的
電流パルスが与えられ、長期館の粒子堆積が防止される。有利な変形例では、ドアを開放
する為に加えられるトルクは、切り替え可能な硬質磁石の磁力を経てのみ、調整可能であ
る。このため、技術的製造コストは最小限に保たれる。コンパクト設計が可能である。
【００１６】
　有利な変形例において、切り替え可能な硬質磁石の保持力は、所望の保持力を正確に得
るため、更に、電気エネルギの不必要に高い消費を避けるため、電流パルスによって設定
される。
【００１７】
　コイルは、フェライトロッドを含み、これを用いて、コイルによって発生可能な磁界の
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効果を適切に強化できる。コイルおよびフェライトロッドは、切り替え可能な硬質磁石を
形成する。磁石コアは、永久磁石、即ち、たとえば、AINiCoを備えることが好ましい。永
久磁石とともに、低電気出力は、磁気粘性流体を十分に固化させ、自動車ドアを所定位置
に保持するのに十分である。本発明の変形例において反対張力が発生される場合、これは
、永久磁石の影響を減少させることができる。これにより、必要に応じて、自動車ドアの
可動性を緩和することができる。
【００１８】
　コイルは、内壁が、磁化可能な材料、特に、磁化可能な鋼から作られた内部空間に配置
されるのが好ましい。この文脈において「磁化可能な材料から」とは、材料を通る磁界が
強められるように少なくとも十分な透磁率を有する材料を意味すると理解される。この内
部空間は、下の内部空間とも呼ばれる。コイルに対応した電圧を発生させることによって
、磁気粘性流体を、小さな電力で、より良好に固化させることができる。コイルが置かれ
る内部空間は、２つのディスクおよびキャップの内壁部分によって形成されるのが好まし
い。その後、キャップをディスクに対して回転させることができる。他のディスクは、カ
バーとして作用し、このカバーは、キャップ内部の追加の内部空間を作り出す。その時、
磁気粘性流体は、追加の内部空間の中にある。その後、上の内部空間とも呼ばれる追加の
内部空間は、液密で密封される。その時、追加の内部空間の内壁も、小さな電力で、より
良好に磁気粘性流体を固化できるようにするため、磁化可能な材料から作られるのが好ま
しい。
【００１９】
　そのため、本発明の変形例において、キャップは、前述したカバーのお陰で、液密に密
封される。キャップおよびカバーは、追加または上の内部空間を形成し、ここに、磁気粘
性流体を包含する。この実施形態の為のキャップは、この内部空間の一つ又は複数の他の
コンポーネントに対して移動できるコンポーネントである。この発明の目的のため、キャ
ップは、前側に向かって開いている。他方の前側は、少なくとも主に閉じられている。好
ましくは、キャップによって包囲される空間内の汚染を防止するため、それは閉じられて
いる。
【００２０】
　キャップは、高い制動力を達成するために、耐トルク式に（torque-proof）ブレーキデ
ィスクと連結されているのが好ましい。ブレーキディスクは、キャップの中空円筒状内壁
から、径方向内側で、内部空間に延びている。一つの変形例において、ブレーキディスク
は、スリーブおよび／または軸に接近するが、スリーブまたは軸に接触することはない。
ブレーキディスクおよびスリーブ等の間には、依然として隙間が存在する。
【００２１】
　原則として、ブレーキディスク、スリーブおよび／または軸は、非磁化材料から作られ
ており、有害な磁気短絡を防止する。磁気粘性流体の所望の固化と、これを用いた制動効
果とは、そのような磁気短絡によって悪影響を受ける可能性がある。キャップおよび／ま
たはブレーキディスクは、僅かな電力で磁気粘性流体をより良好に固化できるように、磁
化可能な材料、特に、磁化可能な鋼から作られることが好ましい。
【００２２】
　キャップおよびブレーキディスクは、非磁化材料から作られるコンポーネントによって
分離されるのが好ましい。これにより、磁気粘性流体の所望の固化およびこれを用いた制
動効果に悪影響を及ぼし得る有害な磁気短絡も防止できる。
【００２３】
　非磁化材料から作られたコンポーネントは、キャップおよびブレーキディスクを互いに
耐トルク式に連結し、僅かな組立空間および少数の部品で、両方の特定されたコンポーネ
ントを耐トルク式に互いに連結する。ブレーキディスクによって、必要に応じてキャップ
の回転運動を極めて遅くすることができる。
【００２４】
　ブレーキディスクは、少なくとも一つの固定された表面と隣り合い、即ち、磁気粘性流
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体がある、表面およびブレーキディスクの間に隙間が依然として存在するようにしている
。磁気粘性流体が隙間内で固化される場合、これが、その後、ブレーキディスクの運動を
遅くする。ブレーキディスクは、２つの固定された表面、即ち、２つのディスクの間にあ
るのが好ましい。２つのディスクは、その後、ブレーキディスクに対して固定されて装着
される。２つのディスクおよびブレーキディスクの間には、隙間形式の、磁気粘性流体を
包含する中間空間が依然として存在する。ブレーキディスクは、２つのディスクに対して
移動可能である。この変形例を用いて、制動が更に改善される。隙間の幅は小さく、好ま
しくは５ｍｍ未満、好ましくは１ｍｍ未満、特に好ましくは０．５ｍｍ未満であり、より
効率的に制動することができる。
【００２５】
　僅かな電力で良好に制動可能にするため、前述した固定表面または一つ又は複数のディ
スクは、磁化可能な材料、特に、磁化可能な鋼から作られるのが好ましい。
【００２６】
　好都合な設計例は、スリーブと耐トルク式に連結された一つ又は複数のディスクを有す
る。スリーブは、ブレーキディスクに対して固定されて装着される。
【００２７】
　スリーブは、磁気短絡を防止し、従って、結果として、制動効果が損なわれることを防
止するため、非磁化材料、特に、プラスチックから作られるのが好ましい。
【００２８】
　アレスタ装置は、非磁化材料から作られるベースプレートから成る。このベースプレー
トは、制動効果の観点で電力損失を許容する必要がなく、自動車にアレスタ装置を装着す
る為に、或いは、それを自動車のドアに連結する為に使用される。
【００２９】
　ベースプレートは、一つ又は複数の穴を包含し、これらの穴により、ベースプレートを
自動車または自動車ドアに対して固定された位置に装着することができる。
【００３０】
　変形例において、軸は、耐トルク式にキャップと連結されるのが好ましい。軸は、制動
効果における電力損失を防止する為に非磁化材料から作られるのが好ましい。キャップの
回転装着の為に軸を使用できる。いったん、軸が耐トルク式でキャップに連結されると、
その後、軸は、ダウンスラスト（downthrust）として使用できる。この場合、軸は、アレ
スタ装置の外に送られるので、外に送られた部分は、ダウンスラストとして使用できる。
【００３１】
　変形例において、磁気粘性流体を包含する空間は、断面が蛇行形状を有する。表面上、
この空間は、前述したキャップおよびカバーによって制限される。これに加えて、蛇行形
状は、前述したディスクによって、更に、ブレーキディスクによって作り出される。この
変形例では、上の内部空間の壁領域も制動効果に寄与することから、特に大きな力で制動
することが可能である。
【００３２】
　変形例において、軸は、上の内部空間の指定領域を磁気粘性流体で満たす為に使用でき
る密封可能ラインを提供する。そのため、このラインは、外側から、磁気粘性流体の為に
設計された上の内部空間の領域まで延びている。このラインは、密封できる。
【００３３】
　代替または追加のオプションは、外側から、磁気粘性流体で満たされるべき領域まで延
びる供給ラインをキャップ内に設けることである。この供給ラインは、その後、密封でき
る。
【００３４】
　磁気粘性流体と隣り合う表面は、磁化可能な表面上の堆積物を防止する為に、プラスチ
ックのような非磁化材料で覆われるのが好ましい。
【００３５】
　また、本発明は、前述した特徴の一つ又は複数を備えた、換言すると、車両ドアとは別
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個のアレスタ装置に関する。
【００３６】
　そのため、本発明は、追加の請求項の特徴部を備えたアレスタ装置に関する。これに従
属する請求項は、追加の請求項の対象と好ましくは組み合わせることができる他の特徴を
含む。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
　以下、例示的実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。
【図１】図１は、部分的に切り開いた状態のアレスタ装置の第１斜視図である。
【図２】図２は、アレスタ装置の第２斜視図である。
【図３】図３は、アレスタ装置の他の図である。
【図４】図４は、拡大された断面図である。
【発明の詳細な説明】
【００３８】
　図１および図２に示されたアレスタ装置１は、互いに耐トルク式に連結された、旋回可
能なコンポーネント２，３，４を示す。そのため、コンポーネント２，３，４は、剛体の
ように動く。これらのコンポーネント２，３，４は、軸５を中心として、回転対称に構成
されている。コンポーネント２，３，４は、軸５の長手方向の軸を中心として回転可能で
ある。
【００３９】
　コンポーネント２は、キャップ上ハウジングであり、磁化可能な材料から作られた「キ
ャップ」と呼ばれ、例示的実施形態では、磁化可能な鋼から作られている。キャップ２は
、円筒形シースを含み、円筒形シースは、一方の前側で閉じられ、他方の前側で開いてい
る。キャップ２は、一つの部品として、或いは、複数の部品として製造可能である。キャ
ップ２が複数の部品として製造される場合、キャップ２は、独立して製造された別個の部
品から構成され、これらは、しっかりと互いに連結されている。
【００４０】
　最初に或いは完全に磁化可能な材料から作られるキャップ２は、一方の側で開いており
、ベースプレート６と隣り合う開口縁部１３（図３を参照）を有する。キャップ２および
ベースプレートは、空間を包囲する。磁化可能な鋼から作られたキャップのように、磁化
可能な材料から作られたディスク７は、非磁化材料から作られたベースプレート６に装着
されている。ディスク７の外縁部８は、キャップ２の内壁９と隣り合う（図３を参照）。
これは、キャップ２及びベースプレート６によって作り出された空間の内壁が完全に磁化
可能な材料から作られることを意味する。これは、コイル１０によって発生可能な磁界の
所望の効果を強める磁化可能な材料から作られたケージを提供し、関連する自動車ドアを
制動し、僅かなエネルギ消費で保持することができる。
【００４１】
　コイル１０は、ディスク７に装着される。コイル１０は、ディスク７の外縁部と隣り合
い、ベースプレート６及びキャップ２によって作り出された空間内に置かれる。その空間
は、２つの部分から成り、上の内部空間と下の内部空間とを含む。下の内部空間は、ディ
スク７と隣り合う。下の内部空間は、コイル１０を包含する。下の内部空間の内壁は、コ
イル１０によって発生可能な磁界の所望の効果を強める為に、磁化可能な鋼から作られて
いる。
【００４２】
　操作中にコイル１０に電力を供給する電気接続部１１は、外側からベースプレート６を
通り、ディスク７を通り、コイル１０に進み、コイル端部に対して導電性接続部を有する
。AINiCoから作られた永久磁石の形態のコイル１０内部にはコア１２がある。電流がコイ
ル１０を通って流れる場合、電流の方向にもよるが、永久磁石１２の磁界を、強める或い
は弱めることができる。コイル１０およびコア１２は、切り替え可能な硬質磁石を形成す
る。電気パルスも、図示されていない制御ユニットによって使用されていないときであっ
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ても、周期的に電気的接続を経てコイル１０に送信され、磁気粘性流体において、粒子の
長期堆積（沈降）を防止する。
【００４３】
　磁気短絡を防止するため、コンポーネント３は、非磁化材料から作られたスリーブであ
り、キャップ２の隣り合う内壁に付加されている。内側に突出する２つのラグ１４を用い
て、スリーブ３は、Ｕ字状にコンポーネント４を取り囲み、これによって、コンポーネン
ト４は、しっかりとスリーブ３に連結される。コンポーネント４は、軸５を通す為の中心
穴を有するディスクである。コンポーネント４は、ブレーキディスクとして作用するため
、ブレーキディスク４とも呼ばれる。スリーブ３は、プラスチックから作られ、金属表面
を堆積物から保護する。
【００４４】
　キャップ２及びベースプレート６によって作り出された空間は、ディスク１５によって
分割される。ディスク１５は、このディスク１５が、ここで作り出された上の内部空間の
為のカバーとして作用することから、カバーと呼ばれる。磁気粘性流体を包含する上の内
部空間の非常に小さな領域は、外側に液密に密封されている。上の内部空間は、キャップ
２の閉じられた前側と隣り合う領域である。カバー１５が十分に液密に密封されることを
確実にするため、外縁部のカバー１５は、周囲リングシール１６を含み、周囲リングシー
ル１６は、キャップ２の段状ラグ１７に対して押し付けられる。
【００４５】
　軸５は、この上の内部空間へ行き、即ち、スリーブ１８を通り、周囲リングシール１９
を通る。スリーブ１８は、軸５が回転することを可能にし、したがって、しっかりと軸５
に連結されていない。スリーブ１８は、プラスチックで作られており、したがって、非磁
化材料から作られている。スリーブ１８は、図４に示されるように、凹部２０を含み、そ
こに、リングシール１９が延びている。それぞれのリングシール１９は、液密で、そのよ
うな凹部２０のベースと隣り合う。各リングシール１９は、周囲リップ２２（図４を参照
）をも有し、周囲リップ２２は、カバー１５の段状凹部に液密に当接し、或いは、図４に
示された段状凹部２１に当接する。
【００４６】
　２つのディスク２３，２４は、耐トルク式にスリーブ１８に連結されている。２つのデ
ィスク２３，２４は、軸５から始まり、上の内部空間へと径方向に延びており、その結果
、ブレーキディスク４は、両方のディスク２３，２４の間にある。ディスク２３及びディ
スク２４と内部空間の上の部分の内壁との間には依然として小さな隙間状空間がある。ま
た、スリーブ３とディスク２４，２５との間には小さな隙間状の中間空間がある。これに
加えて、ブレーキディスク４およびディスク２３，２４の間にも隙間状の空間がある。さ
らに、ブレーキディスク４は、スリーブ１８に向かって行くだけなので、ブレーキディス
ク４およびスリーブ１８の間には、軸５が通り抜ける隙間状の空間が残されている。これ
により、断面が蛇行形状の空間２５が作り出される。
【００４７】
　この横断面が蛇行形状の空間２５は、カバー１５に向かってだけでなく、キャップ２の
閉じられた前側に向かって、すなわち、図４に拡大して示されるものと同様に、耐液式に
（liquid-proof）密封されている。蛇行形状空間２５は、磁性粘性流体で満たされる。
【００４８】
　列挙されたシールは、一つ又は複数の弾性材を含む。
【００４９】
　キャップ２の回転運動を妨げないように、カバー１５及びコイル１０の外縁部とキャッ
プ２の隣り合う内壁との間には隙間２６がある。
【００５０】
　例示の実施形態において、キャップ２には、外周に沿って歯車２７が備えられている。
歯車２７は、たとえば、駆動装置によって電力が供給可能なウォームに連結可能である。
これにより、駆動装置からの助けを借りて、キャップ２を軸５を中心として回転させるこ
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とができる。歯車は、制動効果が悪影響を受けないようにするため、非磁化材料から作ら
れるのが好ましい。
【００５１】
　非磁化材料から作られるベースプレート６は、穴２９が通る、側方に突出する３つのタ
ブを含む。これにより、穴２９を通して入れられるネジ又は溝ジョイントを使用して、ベ
ースプレートを自動車に付加することができる。
【００５２】
　軸５は、２つのベアリングヨーク３０によって装着される。軸５は、耐トルク式にキャ
ップ２と連結されるので、軸５の外側に導く部分（図１を参照）は、ダウンスラストとし
て使用できる。一つのベアリングヨーク３０は、キャップ２の閉じられた前側端部に置か
れている。他のベアリングヨーク３０は、永久磁石１２に延びている。
【００５３】
　軸５の外側に導く部分がダウンスラストとして使用される場合、軸は、耐トルク式にキ
ャップ２と連結される。この場合、図４に示されるベアリングヨーク３０は、キャップ２
の閉じられる前側に置かれ、キャップ２を軸５に連結する。その後、軸５は、スリーブ１
８に装着されるので、旋回でき、この理由から、固定されたスリーブ１８に対して回転で
きる。回転運動中、摩擦損失を最小限に保つため、スリーブ１８は、スリーブ３０のフラ
ンジ３２に隣接した、周囲に突出するノーズ３１を取り囲む。次に、図４において拡大さ
れて示されるように、スリーブ３０の径方向に突出するフランジ３２をノーズ３１に位置
する。次に、しっかりと下のベアリングヨーク３０にスリーブ１８を連結することができ
、それを今度は、しっかりと永久磁石１２に連結することができる。代替的に、またはこ
れに加えて、スリーブ１８は、固定取付けのために、カバー１５と耐トルク式に連結でき
る。その後、カバー１５は、キャップ２と一緒に回転できず、したがって、固定されて装
着され、それ故、たとえば、コイル１０および／またはコイルの磁気コア１２と耐トルク
式に連結される。コイル１０及び磁気コア又は磁石１２は、ベースプレート６と、即ち、
ディスク７に対して、耐トルク式に装着される。
【００５４】
　磁気粘性流体と隣り合う壁領域は、磁化可能表面上の有害な蓄積を防止するため、非磁
性材料、特に、プラスチックで覆われている。
【００５５】
　コイル１０に電圧を印加することによって、永久磁石１２の磁界は、増減可能である。
これにより、キャップ２の回転運動を停止状態まで遅くすること、或いは、可動性を高め
ることができる。全体の構造は、小さな電流が使用されること、それにも拘わらず十分に
大きな磁界が磁気粘性流体に印加され、磁気粘性流体を固化させることを確実にする。固
化は、ドア又はフラップの回転運動の継続が著しく遅くされるか、ほぼ完全に防止さえさ
れるような強い制動効果を生み出すことができる。基本状態において、コイル１０に何も
電圧が印加されないとき、回転運動は可能であるが、比較的困難であってもよい。
【００５６】
　自動車ドアは、ドア又はフラップを開ける為に使用される一つ又は複数のセンサ、たと
えば、一つ又は複数の近接センサを含んでもよい。そのような電圧を、制御ユニットを介
してコイル１０に印加することができ、これによって、キャップ２の運動が高められる。
次に、たとえば、ウォームによって歯車２７に係合する電気駆動装置を通じて、ドアは、
開いた位置又は閉じた位置のいずれかまで、非常に僅かな労力で旋回できる。図１に示さ
れた軸５の、突出する端部は、その後、開放方向または閉鎖方向の運動の為に、自動車ド
アにおける回転運動を導くように使用可能である。いったん所望の位置のドアに達すると
、反対電圧が印加され、或いは、全く電圧が印加されない。最初の場合、ドアは、非常に
高い保持力によって、所定位置、即ち、任意の所望の位置に保持される。二番目の場合、
ドアを、少なくとも移動し続けることができるが、より困難であり、そのため、一定の保
持力によって、この位置に保持される。
【００５７】
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　完全自動方式にドアを開閉可能にするため、それは、障害物に対する接近を検出する一
つ又は複数の近接センサを含む。その結果、ドアの開放運動は、その障害物に到達する前
に停止され、損傷を防止する。
【００５８】
【符合の説明】
【００５９】
１…アレスタ装置、２…キャップ、３…スリーブ、４…ブレーキディスク、５…軸、６…
ベースプレート、７…磁化可能なプレート、８…磁化可能なディスクの外縁部、９…キャ
ップの内壁、１０…コイル、１１…電気接続ライン、１２…コイルコア、永久磁石、１３
…キャップの開口縁部、１４…突出部、１５…カバー、１６…周囲ガスケット、１７…段
部、１８…スリーブ、１９…周囲密封リング、２０…窪み、２１…段部、２２…周囲密封
リングの、突出するリップ、２３…ディスク、２４…ディスク、２５…磁気粘性流体で満
たされる空間、２６…隙間、２７…歯車、２８…ベースプレートのタブ、２９…タブ内の
穴、３０…ベアリングヨーク、３１…突出するノーズ、３２…フランジ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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